
 

 

 

 

 

 

土木工事完成図書作成の手引き 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年４月 

松山市 
  



１．目的 

（１）提出が必要な書類の明確化 

提出が必要な書類を明確化することにより、本来提出する必要のない書類の削減を図る。 

（２）見直しによる書類の明確化 

受注者に作成を求めていた書類を見直し、簡素化を実施する。 

 

２．対象工事 

松山市が発注する土木工事を対象とする。 

 

３．適用時期 

令和２年４月１日以降に契約を締結する工事から適用する。 

なお、契約期間中の工事も対応可能な場合は適用できるものとする。 

 

４．沿革 

令和２年 ３月 策定 

令和３年 ７月 改定 

令和４年 ４月 改定 
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技術管理資料 
 

 

 

 

件名          

 

履行場所         

 

工期 自    年   月   日  

至    年   月   日  

完成日   年   月   日  

 

 

 

受注者 住所 

氏名 
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目次 
 

 

1. 完成時工程表 

2. 工事カルテ 

3. 建設業退職金制度 

4. 特定建設資材廃棄物及び建設廃棄物 

5. 建設発生土 

6. 建設副産物情報交換システム 

7. 安全 ・訓練に関する実施報告書 

8. 交通誘導警備員配置実績表 

9. 出来形管理資料 

10. 品質管理資料 

11. 施工体系図 

12. 検査（確認）及び立会等 

13. 創意工夫・社会性等に関する実施状況 

14. その他 

 

 

（注意） 

技術管理資料提出の際は、上記資料のうち該当部分のみを抽出し、目次の記載順序に従い取りまと

めること。 

該当のない項目は、該当しない旨を表示し、番号及び項目は変更・削除しないこと。 
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１．完成時工程表 
 

（１）工事完成図書として提出するもの 

① 工程表（バーチャートの実施工程表） 
・ 松山市ＨＰ（工事請負（業務委託）時提出書類）に様式掲載 

 

（２）工事完成図書として再提出が不要なもの 

① 当初工程表 
② 変更工程表 
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２．工事カルテ 
 

（１）工事完成図書として提出するもの 

① 竣工登録のための確認のお願い 
・ 監督員が署名及び押印した原本は受注者が保管し、その写しを提出すること 
 

（２）完成検査後に監督員に提出するもの 

① 竣工登録の登録内容確認書 
 

（３）工事完成図書として再提出が不要なもの 

① 受注登録の登録内容確認書 
・ 土木工事共通仕様書に基づき、施工計画書に含めて提出すること 

② 変更登録の登録内容確認書 
・ 土木工事共通仕様書に基づき、施工計画書に含めて提出すること 
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監督員が、署名・押印する。
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㋐この工事の入札公告で、入札参加資格とされた種別を
必ず選択すること。

①土木一式工事　②建築一式工事　③大工工事
④左官工事　⑤とび・土工・コンクリート工事
⑥石工事　⑦屋根工事　⑧電気工事　⑨管工事
⑩タイル・れんが・ブロック工事　⑪鋼構造物工事
⑫鉄筋工事　⑬舗装工事　⑭浚渫工事　⑮板金工事
⑯ガラス工事　⑰塗装工事　⑱防水工事
⑲内装仕上工事　⑳機械器具設置工事　㉑熱絶縁工事
㉒電気通信工事　㉓造園工事　㉔さく井工事
㉕建具工事　㉖水道施設工事　㉗消防施設工事
㉘清掃施設工事　㉙解体工事

㋑該当する入札参加資格区分が選択肢にない場合
は、より近い項目を１つ選択してください。

①一般土木工事　②アスファルト舗装工事
③鋼橋上部工事　④造園工事　⑤建築工事
⑥木造建築工事　⑦電気設備工事
⑧暖冷房衛生設備工事
⑨セメント・コンクリート舗装工事
⑩プレストレスト・コンクリート工事
⑪法面処理工事　⑫塗装工事　⑬維持修繕工事
⑭浚渫工事　⑮グラウト工事　⑯杭打工事
⑰さく井工事　⑱プレハブ建築工事
⑲機械設備工事　⑳通信設備工事
㉑受変電設備工事　㉒港湾土木工事
㉓農林土木工事　㉔農林建築工事

㋐
㋑
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設計図書に明示した
工事概要を正しく入力する
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３．建設業退職金制度 
 

（１）工事完成図書として提出するもの 

① 建設業退職金証紙貼付報告書 
・ 松山市ＨＰ（工事請負（業務委託）時提出書類）に様式掲載 

② 退職金共済証紙現物交付報告書 
・ 松山市ＨＰ（工事請負（業務委託）時提出書類）に参考様式掲載 

③ 建設業退職金共済証紙交付辞退届 
・ 松山市ＨＰ（工事請負（業務委託）時提出書類）に参考様式掲載 

④ 他の退職金制度に係る加入証明書 
 

（２）工事完成図書として再提出が不要なもの 

① 掛金収納書 
・ 土木工事共通仕様書に基づき、工事請負契約締結後１ヶ月以内に工事打合簿で
原本を提出すること 

 

（３）提出が不要なもの 

① 共済証紙受払簿（様式第０３０号） 
② 共済証紙貼付確認明細書 
③ 共済手帳受払簿（様式第０２９号） 
④ 建設業退職金共済契約者証（写） 
⑤ 建設業退職金共済手帳（写） 
⑥ 建退共制度に係る被共済者就労状況報告書（兼建設業退職金共済証紙交付依頼書）
／建設業退職金共済証紙受領書（建退共事務受託様式２号） 

⑦ 建設業退職金共済証紙貼付状況報告書（建退共事務受託様式３号） 
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建設業退職金証紙貼付報告書
共 済 契 約 者

番 号

履 行 場 所

件 名

受 注 者 ￥

　　　　　年　　月　　日

 ～ 　　　年　　月　　日

当該工事に関し 　　　　　　1日券　　枚 　　　　　　1日券　　枚

購入した証紙代金￥　　　　  10日券　　枚 ￥　　　　  10日券　　枚

当該工事に使用

貼付した証紙代金

　　　　年　　月　　日

受注者

　　制度区分別

　　　労務者数

　　　　計

　職　種　別 実人数延べ人数 実人数 延べ人数 実人数 延べ人数 実人数 延べ人数

（ 　　　枚）

（ 　　　枚）

（ 　　　枚）

（ 　　　枚）

（ 　　　枚）

（ 　　　枚）

（ 　　　枚）

（ 　　　枚）

（ 　　　枚）

（ 　　　枚）

（ 　　　枚）

（ 　　　枚）

共 済 契 約 者

氏 名

請 負 代 金 額

中小企業退職金

他から 流用し た

証 紙 の 対 価

現 場 代 理 人 工 期

建設業退職金
共済適用者

建退共以外の共済制度

  下記のとおり就労し建退共掛金証紙を購入し、貼付使用したので報告します。

共済法適用者

社内退職金

制度適用者
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年　　月　　日

発注者(元請負人)

元請負人(第一次下請負人)

上記のとおり、建設業退職金共済証紙を受領しました。

下請負人(第二次下請負人〉

1 ． 元請負人(第一次下請負人)及び下請負人(第二次下請負人)については、

不要のものを消すこと。

2 ． 宛名については、元請負人は発注者を、下請負人は元請負人を記入

すること。

就労延日数 日

（注）

住所

氏名

交付証紙枚数 枚

就労人員 人

下記のとおり建設業退職金共済証紙を交付したので、報告します。

記

について、下請負人に対し工事

退職金共済証紙現物交付報告書

住所

氏名

(提出先)
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年　　月　　日

（元請業者）

下請業者

：

交付辞退理由：該当するものに○を付ける

1 、 自社に退職金制度がある

2 、 従業員が中小企業退職金共済事業の被保険者である

3 、 その他の退職金制度に加入している

4 、 当社従業員が個人として加入する意思がない

5 、 その他

工事名

　標記工事における建設業退職金共済証紙について、下記の理由により交付を辞退させていただき
ます。

氏名

住所

建設業退職金共済証紙交付辞退届

(提出先)
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４．特定建設資材廃棄物及び建設廃棄物 
 

（１）工事完成図書として提出するもの 

① 産業廃棄物処理集計表 
・ 松山市ＨＰ（工事請負（業務委託）時提出書類）に様式掲載 

② 金属くず等の計量伝票（写し） 
③ 積込状況及び処分場への搬入状況の写真 
・ 「松山市土木工事写真管理基準」に基づき、マニフェストの項目（廃棄物の種
類、中間処理方法、最終処分方法、収集運搬業者、積替・保管業者、処分業者）

の種類に応じて、その種類ごとに１回撮影する。 

④ 運搬車両の表示状況及び書類の携帯状況の写真 
・ 「産業廃棄物を運搬する車両の表示及び書面の備え付けに関する特記仕様書」
に基づいて撮影する。 

 自己運搬の場合（例） 許可業者の場合（例） 

車両表示 
  

書類携帯 

  

⑤ 施工計画書の作成を省略している場合は、（３）の資料を工事完成図書として提出
する。 

 

（２）工事完成図書として提示するもの 

① マニフェストＥ票 
② 運搬車両の自動車車検証 

 

（３）工事完成図書として再提出が不要なもの 

以下の資料は、土木工事共通仕様書に基づき、施工計画書に含めて提出する。また、変

更が生じた場合は、速やかに提出し、施工計画書に時系列に綴じる。 

① 産業廃棄物処理委託契約書（写し） 
② 産業廃棄物収集運搬業許可証（写し） 
③ 産業廃棄物処分業許可証（写し） 
④ 積換・保管施設、中間処理施設、最終処分場等までの運搬経路図 
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現場代理人

番号 交付年月日 交付番号 車両番号
最大積載
重量（ｔ）

処理
数量（ｔ）

運転者 備考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計 0.00

産業廃棄物処理集計表

工事名

産業廃棄物の種類
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５．建設発生土 
 

（１）工事完成図書として提出するもの 

松山市建設発生土利用ガイドラインに基づき、該当する資料を提出すること。 

① 建設発生土搬入調書（副産物２） 
・ 松山市総務部技術管理課のＨＰで松山市建設発生土利用ガイドラインに様式
掲載 

② 建設発生土の搬入状況写真 
 

（２）工事完成図書として提示するもの 

① 運搬車両の自動車車検証 
 

（３）工事完成図書として再提出が不要なもの 

松山市建設発生土利用ガイドラインに基づき試験結果等を確認するため、以下の資料

は、その結果を工事打合簿で提出する。 

① 土砂等搬入届（写し） 
・ 愛媛県のＨＰに様式掲載 

② 土砂等採取場所証明書（写し） 
・ 愛媛県のＨＰに様式掲載 

③ 検査試料採取調書（写し） 
・ 愛媛県のＨＰに様式掲載 

④ 土壌調査結果 
⑤ 土砂等を採取した地点の位置図 
⑥ 土砂等の採取状況写真 
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「 副産物２」

建設発生土搬入調書

工事名：

受注者名：

搬入先：

番号 月／日
運搬車両

ナンバープレート
所属会社名

積載量

(ｔ )

搬入量

(ｍ3)
備考

搬入量計 ｍ３

年 月 日

上記の建設発生土について受入いたしました。

受入側責任者 (住 所)

(氏 名)

※受入側責任者： 公共工事間流用 受入側工事の現場代理人等

特定事業場 事業場責任者等

農地等民地 受入先の土地所有者
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６．建設副産物情報交換システム 
 

（１）工事完成図書として提出するもの 

① 再生資源利用実施書 
・ 建設資材利用量の数量内訳書は、不要とする。 

② 再生資源利用促進実施書 
③ 施工計画書の作成を省略している場合は、（２）の資料を工事完成図書として提出
する 

 

（２）工事完成図書として再提出が不要なもの 

以下の資料は、土木工事共通仕様書に基づき、施工計画書に含めて提出する。また、変

更が生じた場合は、速やかに提出し、施工計画書に時系列に綴じる。 

① 再生資源利用計画書 
② 再生資源利用促進計画書 
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T
E
L

F
A
X

記
入
年
月
日

工
事
責
任
者

調
査
票
記
入
者

建
 
築
 
面
 
積

延
 
床
 
面
 
積

構
　
造

 
(
数
字
に
を
つ
け
る
)

使
　
途

 
(
数
字
に
を
つ
け
る
)

1.
鉄
骨
鉄
筋
ｺﾝ
ｸﾘー
ﾄ造

 
4.
ｺ
ﾝ
ｸﾘー
ﾄ
ﾌ゙
ﾛｯ
ｸ造

 2
.
鉄
筋
ｺﾝ
ｸﾘー
ﾄ造

 5
.
木
造

3.
鉄
骨
造

6.
そ
の
他

3.
事
務
所

6.
倉
庫

9.
そ
の
他

1.
居
住
専
用

 
4.
店
舗

7.
学
校

2
.居
住
産
業
併
用

5
.工
場
、
作
業
所

8
.病
院
診
療
所

建
築
・
解
体
工
事
の
み

右
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い

ｍ
2

ｍ
2

百 万

十 万
万
千
百
十
一

階
　
数

地
上
　
　
階

地
下
　
　
階

 
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
、
建
築
面
積
を
御
記
入
い
た
だ
か
な
く
て
も
結
構
で
す
。

2.
建
設
資
材
利
用

住
所
コ
ー
ド

*
4

請
負
会
社
コ
ー
ド
*
2

発
注
機
関
コ
ー
ド
*
1

工
事
種
別
コ
ー
ド
*
3

住
所
コ
ー
ド
*4

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て

　
 
1
.
生
コ
ン
（
バ
ー
ジ
ン
骨
材
）

2
.
再
生
生
コ
ン
（
Ｃ
ｏ
再
生
骨
材
Ｈ
）

3
.
再
生
生
コ
ン
（
Ｃ
ｏ
再
生
骨
材
Ｍ
）
　
　

4
.
再
生
生
コ
ン
（
Ｃ
ｏ
再
生
骨
材
Ｌ
）

5
.
再
生
生
コ
ン
（
そ
の
他
再
生
材
）

6
.
無
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘー
ﾄ
二
次
製
品
（
ﾊ゙
ｼー゙
ﾝ
骨
材
）

7
.
無
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘー
ﾄ
二
次
製
品
（
ﾘ
ﾕー
ｽ
品
）
　
　

8
.
再
生
無
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘー
ﾄ
二
次
製
品
（
C
o
再
生
骨
材
）

 
　
9
.
再
生
無
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘー
ﾄ
二
次
製
品
（
そ
の
他
再
生
材
）
　
1
0
.
そ
の
他

コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
鉄
か
ら
成
る
建
設
資
材
に
つ
い
て

 
　
1
.
有
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘー
ﾄ
二
次
製
品
（
ﾊ゙
ｼー゙
ﾝ
骨
材
）
　
　
　
 
 
2
.
有
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘー
ﾄ
二
次
製
品
（
ﾘ
ﾕー
ｽ
品
）

 
　
3
.
再
生
有
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘー
ﾄ
二
次
製
品
（
C
o
再
生
骨
材
）
　
 
 
4
.
再
生
有
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘー
ﾄ
二
次
製
品
（
そ
の
他
再
生
材
）
　
5
.
そ
の
他

木
材
に
つ
い
て

 
　
1
.
木
材
（
ボ
ー
ド
類
を
除
く
）
　
2
.
木
質
ボ
ー
ド

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て

 
　
1
.
粗
粒
度
ア
ス
コ
ン
　
　
 
 
2
.
密
粒
度
ア
ス
コ
ン

3
.
細
粒
度
ア
ス
コ
ン

 
　
4
.
開
粒
度
ア
ス
コ
ン

5
.
改
質
ア
ス
コ
ン
　
 
　
　
　
 
6
.
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
モ
ル
タ
ル

 
　
7
.
加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
安
定
処
理
路
盤
材
　
　

8
.
そ
の
他

土
砂
に
つ
い
て

 
　
1
.
第
一
種
建
設
発
生
土
　
　
2
.
第
二
種
建
設
発
生
土
　
　
　
3
.
第
三
種
建
設
発
生
土
　
　
　
4
.
第
四
種
建
設
発
生
土

 
　
5
.
浚
渫
土
以
外
の
泥
土
　
　
6
.
浚
渫
土
　
　
　
　
　
　
　
　
7
.
土
質
改
良
土
　
　
　
　
　
　
8
.
建
設
汚
泥
処
理
土

 
　
9
.
再
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
砂
 
 
1
0
.
山
砂
、
山
土
な
ど
の
新
材
（
採
取
土
、
購
入
土
）

砕
石
に
つ
い
て

 
　
1
.
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン
　
　
　
　
 
2
.
粒
度
調
整
砕
石
　
　
3
.
鉱
さ
い
　
　
4
.
単
粒
度
砕
石

 
　
5
.
ぐ
り
石
、
割
ぐ
り
石
、
自
然
石
 
6
.
そ
の
他

塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
に
つ
い
て

 
　
1
.
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管
　
　
　
　
 
2
.
そ
の
他

石
膏
ボ
ー
ド
に
つ
い
て

 
　
1
.
石
膏
ボ
ー
ド
　
　
　
 
2
.
シ
ー
ジ
ン
グ
石
膏
ボ
ー
ド
　
　
3
.
強
化
石
膏
ボ
ー
ド

 
　
4
.
化
粧
石
膏
ボ
ー
ド
　
 
5
.
石
膏
ラ
ス
ボ
ー
ド
　
　
　
　
　
6
.
そ
の
他

そ
の
他
の
建
設
資
材
に
つ
い
て

　
（
利
用
量
の
多
い
上
位
２
品
目
を
具
体
的
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て

 
　
1
.
表
層
　
　
　
　
　
　
2
.
基
層

 
　
3
.
上
層
路
盤
　
　
　
　
4
.
歩
道

 
　
5
.
そ
の
他
（
駐
車
場
舗
装
、
敷
地
内
舗
装
等
）

土
砂
に
つ
い
て

 
　
1
.
道
路
路
体
　
　
2
.
路
床
　
　
3
.
河
川
築
堤

 
　
4
.
構
造
物
等
の
裏
込
材
、
埋
戻
し
用

 
　
5
.
宅
地
造
成
用
　
　
　
　
　
　
6
.
水
面
埋
立
用

 
　
7
.
ほ
場
整
備
（
農
地
整
備
）

 
　
8
.
そ
の
他

砕
石
に
つ
い
て

 
　
1
.
舗
装
の
下
層
路
盤
材

 
　
2
.
舗
装
の
上
層
路
盤
材

 
　
3
.
構
造
物
の
裏
込
材
、
基
礎
材

 
　
4
.
そ
の
他

塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
に
つ
い
て

 
　
1
.
水
道
（
配
水
）
用
　
2
.
下
水
道
用
　
3
.
ｹー
ﾌ゙
ﾙ
用

 
　
4
.
農
業
用
　
　
　
　
　
5
.
設
備
用
　
　
6
.
そ
の
他

石
膏
ボ
ー
ド
に
つ
い
て

 
　
1
.
壁
　
　
2
.
天
井
　
　
3
.
そ
の
他

そ
の
他
の
建
設
資
材
に
つ
い
て

　
（
利
用
用
途
を
具
体
的
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

コ
ー
ド
*
5

コ
ー
ド
*
6

再
生
資
材
の
供
給
元
に
つ
い
て

 
　
1
.
現
場
内
利
用

 
　
2
.
他
の
工
事
現
場
（
内
陸
）

 
　
3
.
他
の
工
事
現
場
（
海
面
）

 
　
4
.
再
資
源
化
施
設

 
　
5
.
土
砂
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

 
　
6
.
そ
の
他

コ
ー
ド
*
8

施
工
条
件
に
つ
い
て

 
　
1
.
再
生
材
の
利
用
の
指
示
あ
り

 
　
2
.
再
生
材
の
利
用
の
指
示
な
し

コ
ー
ド
*
9

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て

　
 
1
.
再
生
生
コ
ン
（
Ｃ
ｏ
再
生
骨
材
Ｈ
）

　
 
 
 
 
 
2
.
再
生
生
コ
ン
（
Ｃ
ｏ
再
生
骨
材
Ｍ
）

3
.
再
生
生
コ
ン
（
Ｃ
ｏ
再
生
骨
材
Ｌ
）
　
　
 
　
　

4
.
再
生
生
コ
ン
（
そ
の
他
再
生
材
）

5
.
無
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘー
ﾄ
二
次
製
品
（
ﾘ
ﾕー
ｽ
品
）

6
.
再
生
無
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘー
ﾄ
二
次
製
品
（
C
o
再
生
骨
材
）

7
.
再
生
無
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘー
ﾄ
二
次
製
品
（
そ
の
他
再
生
材
）

8
.
そ
の
他

コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
鉄
か
ら
成
る
建
設
資
材
に
つ
い
て

1
.
有
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘー
ﾄ
二
次
製
品
（
ﾘ
ﾕー
ｽ
品
）

2
.
再
生
有
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘー
ﾄ
二
次
製
品
（
C
o
再
生
骨
材
）

3
.
再
生
有
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘー
ﾄ
二
次
製
品
（
そ
の
他
再
生
材
）

4
.
そ
の
他

木
材
に
つ
い
て

 
　
1
.
再
生
木
材
（
ボ
ー
ド
類
を
除
く
）
　
2
.
再
生
木
質
ボ
ー
ド

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て

 
　
1
.
再
生
粗
粒
度
ア
ス
コ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
.
再
生
密
粒
度
ア
ス
コ
ン

 
　
3
.
再
生
細
粒
度
ア
ス
コ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
.
再
生
開
粒
度
ア
ス
コ
ン
　
　
　
　

 
　
5
.
再
生
改
質
ア
ス
コ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
.
再
生
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
モ
ル
タ
ル

 
　
7
.
再
生
加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
安
定
処
理
路
盤
材
　
8
.
そ
の
他

土
砂
に
つ
い
て

 
　
1
.
第
一
種
建
設
発
生
土
　
　
　
2
.
第
二
種
建
設
発
生
土
　
　
3
.
第
三
種
建
設
発
生
土

 
　
4
.
第
四
種
建
設
発
生
土
　
　
　
5
.
浚
渫
土
以
外
の
泥
土
　
　
6
.
浚
渫
土

 
　
7
.
土
質
改
良
土
　
　
　
　
　
 
 
8
.
建
設
汚
泥
処
理
士
　
　
 
 
9
.
再
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
砂

砕
石
に
つ
い
て

 
　
1
.
再
生
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン
　
2
.
再
生
粒
度
調
整
砕
石
　
　
3
.
鉱
さ
い
　
　
4
.
そ
の
他

塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
に
つ
い
て

 
　
1
.
再
生
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管
　
　
　
　
2
.
そ
の
他

そ
の
他
の
建
設
資
材
に
つ
い
て

　
（
利
用
量
の
多
い
上
位
２
品
目
の
再
生
資
材
名
称
を
具
体
的
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

コ
ー
ド
*
7

建
設
副
産
物
情
報
交
換
シ
ス
テ
ム

合
　
　
計

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

％ ％ ％

合
　
　
計

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

％ ％ ％

石
膏
ボ
ー
ド

塩
化
ビ
ニ
ル
管

・
継
手

法
人
番
号

 

-「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
、
「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
第
1
8条
再
資
源
化
報
告
」
、
「
H3
0
建
設
副
産
物
実
態
調
査
」
対
応
版
-

愛
媛
県
　
松
山
市

3
8
2
0
1
0

実
施

実
施

H

愛
媛

松
山

 
　

 
　

1
 /
 
2 
 
  
 

様
式
１
　
　

－21－



搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

再
生
資
源
利
用
促
進
　
　
書
 
－
建
設
副
産
物
搬
出
工
事
用
－

1.
工
事
概
要

表
面
（
様
式
１
）
に
必
ず
ご
記
入
下
さ
い

2.
建
設
副
産
物
搬
出

裏
面

現
　
場
　
外
　
搬
　
出
　
に
　
つ
　
い
　
て

搬
 
出
 
先
 
名
 称

2
ヶ
所
ま
で
記
入
で
き
ま
す
。
3
ヶ
所
以
上
に

わ
た
る
時
は
、
用
紙
を
換
え
て
下
さ
い
。

減
 量
 
化

減
量
法

ｺー
ﾄ
ﾞ

*
11

 
減
量
化
量

現
場
内
利
用
・
減
量

現
 場
 
内
 
利
 
用

用
途
ｺー
ﾄﾞ
*1
0

 
利
用
量

う
ち
現
場
内

改
良
分

 
発
生
量

建
 
設
 副
 産
 
物

の
　
種
　
類

場
外
搬
出
時

の
性
状

区
分

 
ど
ち
ら
か
に
を

付
け
て
下
さ
い

施
工
条
件
の

内
容

ｺー
ﾄﾞ
*
12

搬
出
先
場
所
住
所

再
生
資
源
利
用

促
 
進
 
率

 
再
生
資
源

利
用
促
進
量

う
ち
現
場
内

改
良
分

 
現
場
外
搬
出
量

搬
出
先

の
種
類

ｺー
ﾄ
ﾞ

*
13

（
掘
削
等
）

= 
+ 

+ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊

建
設
発
生
木
材
Ａ

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊

建
設
発
生
木
材
Ｂ

建
 設
 汚
 泥

金
属
く
ず

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

(廃
塩
化
ビ
ニ
ル
管

・
継
手
を
除
く
)

紙
く
ず

ｱｽ
ﾍ゙
ｽﾄ

（
飛
散
性
）

そ
の
他
の
分
別

さ
れ
た
廃
棄
物

第
　
一
　
種

建
設
発
生
土

第
　
二
　
種

建
設
発
生
土

第
　
三
　
種

建
設
発
生
土

第
　
四
　
種

建
設
発
生
土

浚
 渫
 土

合
　
計

運
搬
距
離

住
所
コ
ー
ド

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

公
共
 民
間

千
百
十
一

 
+ 

+ 
 

(%
)

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

　
ト
ン

　
ト
ン

　
ト
ン

　
ト
ン

　
ト
ン

　
ト
ン

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

地
山
ｍ

　
ト
ン

　
ト
ン

　
ト
ン

　
ト
ン

　
ト
ン

　
ト
ン

　
ト
ン

　
ト
ン

　
ト
ン

　
ト
ン

　
ト
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指
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 6
,
9
,
1
0
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搬
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し
た
場
合
は
、
有
効
利
用
と
み
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れ
ま
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ん
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注
記
）

　
・
一
般
廃
棄
物
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記
入
し
な
い
で
下
さ
い
。

　
・
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壌
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染
対
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に
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づ
き
処
理
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る
土
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は
記
入
し
な
い
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下
さ
い
。

実
施
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施

2
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 様
式
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７．安全 ・訓練に関する実施報告書 
 

（１）工事完成図書として提出するもの 

① 安全・訓練に関する実施報告書 
・ 松山市ＨＰ（工事請負（業務委託）時提出書類）に様式掲載 

② 実施状況写真 
 

（２）工事完成図書として提示するもの 

① 安全・訓練に関する研修資料 
 

（３）工事完成図書として再提出が不要なもの 

以下の資料は、土木工事共通仕様書に基づき、施工計画書に含めて提出する。また、変

更が生じた場合は、速やかに提出し、施工計画書に時系列に綴じる。 

① 安全・訓練に関する計画書 
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（１）　課名等 （２）　受注者又は現場代理人

（３）　件名 （４）　工期 自

至

（５）　履行場所 （６）　実施日時

（７）　安全訓練の内容

（８）　出席者（氏名）

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日　○○：○○～○○：○○

安全 ・訓練に関する実施報告書
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８．交通誘導警備員配置実績表 
 

（１）工事完成図書として提出するもの 

① 交通誘導警備員配置実施表 
・ 松山市ＨＰ（工事請負（業務委託）時提出書類）に様式掲載 

② 伝票（写し） 
③ 実施状況写真 
④ 施工計画書の作成を省略している場合は、（２）の資料の③④を工事完成図書とし
て提出する 

 

（２）工事完成図書として再提出が不要なもの 

以下の資料は、土木工事共通仕様書に基づき、施工計画書に含めて提出する。また、変

更が生じた場合は、速やかに提出し、施工計画書に時系列に綴じる。 

① 交通誘導警備員配置計画表 
② 配置図 
③ 検定合格警備員一覧表 
④ 検定合格証（写し） 
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交通誘導警備員配置（ 計画・ 実績） 表

(１ )

課 名 等

(２ ) 

工事名

(３ )

履行場所

(４ )

受注者又は

現場代理人

配置計画・ 実績

月 日 勤務時間 配置人員 交替要員 延勤務時間 備考

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

／ ： ～ ： 人 有・ 無 ｈ

（ 注意事項）： 検定合格警備員を配置する場合は、計画表に検定合格警備員一覧表を添付し、

実績表の備考欄に検定合格警備員の氏名を記載すること。

計画時は、月単位で記入してもよい。

備考欄は、交通誘導警備員が必要な工種等を記入すること。
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９．出来形管理資料 
 

（１）工事完成図書として提出するもの 

① 出来形管理図表 
・ 愛媛県のＨＰに参考様式掲載 

② 土木工事施工管理基準及び施工計画書等に基づく資料 
③ 出来形図 
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１０．品質管理資料 
 

（１）工事完成図書として提出するもの 

① 品質管理図表 
・ 愛媛県のＨＰに参考様式掲載（様式名は出来形管理図表で掲載） 

② 土木工事施工管理基準及び施工計画書等に基づく資料 
③ 品質証明書 
・ 松山市ＨＰ（工事請負（業務委託）時提出書類）に掲載 

④ 品質証明員が品質確認を実施した状況写真 
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年
　
　
月
　
　
日

品
　
質
　
証
　
明
　
書

工
事
名
 
：

品
　
質
　
証
　
明
　
事
　
項

実
　
施
　
日

箇
　
　
　
　
所

記
　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
社
内
検
査
し
た
結
果
、
工
事
請
負
契
約
書
、
図
面
、
仕
様
書
、
そ
の
他
関
係
図
書
に
示
さ
れ
た
品
質
を
確
保
し
て

　
　
　
　
　
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

受
注
者
　
住
　
所

氏
　
名

品
質
証
明
員
氏
名
　
印

品
　
　
質
　
　
証
　
　
明
　
　
記
　
　
事
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１１．施工体系図 
 

（１）工事完成図書として提出するもの 

① 最終の施工体系図 
・ 松山市ＨＰ（工事等関係書類）に参考様式掲載 
・ 下請工事がない場合は、提出不要 
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特
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特
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名

代
表

者
名
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号
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可
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期
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～
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月

日
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期
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任
者
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任
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術
者

特
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当
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当
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術

者
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～
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日
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年
月

日
～

年
月

日

専
門
技
術
者

担
当
工
事

内
　
　
　
容
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事
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容
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事
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容
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事
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工
期

年
月

日
～

年
月

日
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１２．検査（確認）及び立会等 
 

（１）工事完成図書として提出するもの 

① 確認・立会願 
・ 松山市ＨＰ（工事請負（業務委託）時提出書類）に様式掲載 

 

（２）工事完成図書として再提出が不要なもの 

以下の資料は、施工計画書に含めて提出する。 

① 段階確認予定表 
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確認・ 立会願

現場代理人又は主任技術者

確認・ 立会願事項

下記の　　確認　　・ 　　立会　　をお願いします

記

※監督員又は現場技術員の署名又は押印を受けること

　　年　　月　　日

時

実　施　日　時

記　　　　　事

　　月　　日 時

　　月　　　日

工事名

工　　　　種

確 認 立 会 員

希 望 日 時

資　　　　料

場　　　　所
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１３．創意工夫・社会性等に関する実施状況 
 

（１）工事完成図書として提出するもの 

① 創意工夫・社会性等に関する実施状況について 
・ 松山市ＨＰ（工事請負（業務委託）時提出書類）に様式掲載 

② 実施状況写真または実施を証する資料 
 

（２）工事完成図書として再提出が不要なもの 

以下の資料は、土木工事共通仕様書に基づき、施工計画書に含めて提出する。また、変

更が生じた場合は、速やかに提出し、施工計画書に時系列に綴じる。 

① 創意工夫・社会性等に関する実施予定について 
 

（３）提出が不要なもの 

① 工事特性に関する資料 
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年 月 日

（ 提出先） 松山市長

受注者 住所

氏名

創意工夫・ 社会性等に関する（ 実施予定・ 実施状況） について

下記の工事について報告します。

工事名

内容 （ 創意工夫）

（ 社会性等）

注） 不要の文字は抹消すること。
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１４．その他 
 

（１）工事完成図書として提出するもの 

① 現場発生品調書 
・ 松山市ＨＰ（工事請負（業務委託）時提出書類）に様式掲載 
・ 現場発生品について、現場再利用・売却・処分等を行わず、監督員の指示する
場所で監督員に現物を引き渡した場合に作成する。 

・ 引き渡し状況写真を添付する 
② 支給品精算書 
・ 松山市ＨＰ（工事請負（業務委託）時提出書類）に様式掲載 
・ 支給品の引渡しを受けた場合に作成する。 

③ デジタル工事写真の信憑性確認結果 
・ 工事写真の小黒板情報電子化を行った場合、「工事写真の小黒板情報電子化に
関する特記仕様書」に基づき、工事写真の信憑性確認を行い、その結果を提出

する。 

 

その他、目次の１から１３までに該当しない資料を添付する。 

 

（２）工事完成図書として提示するもの 

① 災害防止協議会開催の記録等 
② 店社パトロール巡視の記録等 
③ 安全巡視、ＴＢＭ、ＫＹ等の実施記録等 
④ 新規入場者に行ったミーティング、資格等の確認や現場特性の説明記録等 
⑤ 過積載防止の取り組みの記録や実重量記録資料等 
⑥ 車両機器類の点検状況報告書等 
⑦ 重機と人との行動範囲の分離措置等に関する点検記録等 
⑧ 山留め、仮締切等に関する点検管理チェックリスト等 
⑨ 足場や支保工に関する点検管理チェックリスト等 
⑩ 保安施設等の点検管理記録等 

 

（３）工事完成図書として再提出が不要なもの 

以下の資料は、施工中に提出しているため、受注者控又は写しの提出はしない。 

① 工事打合簿 
② 指示・承諾又は協議書 
③ 設計変更協議書 
④ 工事履行報告書 
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年 月 日

現場発生品調書

受注者

年 月 日契約の 工事で下記の発生品を引き渡します。

記

品名 規格 単位 数量 摘要
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年  月  日 

 

支給品精算書 

 

受注者又は現場代理人                  

 

下記のとおり支給品を精算します。 

 

記 

工事名  

品名 規格 単位 
数量 

備考 
支給数量 使用数量 残数量 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

上記精算について調査したところ、事実に相違ないことを証明する。 

 

年  月  日 

 

（支給品管理担当課・担当者）                      
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